
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

激しい衝突が続いていたバングラデシュで、ハシナ首相が辞任したことを受け、暫定政権を率いる最高顧問にノーベル平和賞受賞者

のムハマド・ユヌス氏が８日に就任し、船出した。険悪な事態は一応、収拾されてはいるものの、国民の間では政変による緊張感や不安

が高まっているようだ。今後、総選挙を経て新政権が誕生することになるが、野党側に政権が移ることになれば、南アジアのバランスが

変わる可能性がある。ハシナ政権は比較的、西側諸国に近く、日本やインドにも友好的な政党だった。総選挙でイスラム色が強いといわ

れる主要野党のバングラデシュ民族主義党が政権を取るようなことになれば地政学的にパキスタンや中国の影響力が強まる懸念がある。 

 

 

 

８日発足した暫定政権にはデモを

呼びかけた学生リーダーも名を連ねた

一方、政党の指導者は含まれていな

い。党派性を排し、団結を示すことに

重点が置かれたと現地メディアは報じ 

 

 

ている。バングラデシュ国内では今も

少数派のヒンズー教徒への襲撃が相

次いでいるほか、ハシナ政権時に任

命された政府幹部らの辞任が続くなど、

暫定政権発足後も混乱は続いている

もようだ。ハシナ政権は経済を高成長

に導いた一方、独裁的な手法に、国

民から不満が高まっていた。デモのき

っかけとなった公務員採用の優遇措

置は失業に苦しむ若者にとって受け

入れ難く、治安部隊が実弾を用いて

デモ鎮圧を図ったことで先鋭化した。 
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